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ーー今月の交通事故相談日←→

2月 23日 i

j 市役所第一会議室 i 

2月中旬号での2月24Bは誤り t 
j につき訂正しおわびいたします i 

(1) 
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毎月 3回1日・10日・20日発行定価1部5円

黒
田
五
寸
人
参

i古賀島町にて!

市民交通傷害保険で

交通事故に備えよう//

大
村
市
の
主
幹
作
目
で
あ
る
そ
菜
は
土
質
、
立
地
条
件
か
ら

県
下
で
最
も
進
ん
だ
地
帯
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
黒
田

五
寸
人
参
は
全
国
的
に
銘
柄
化
さ
れ
、
発
祥
の
地
と
し
て
黒
田

地
区
を
中
心
に
、
四
五
町
、
一

八
0
0
ト
ン
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。昭
和
四
十
二
年
に
は
野
菜
出
荷
安
定
法
に
基
づ
く
指
定
産
地

と
し
て
北
九
州
、
関
西
へ
出
荷
さ
れ
市
場
で
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

交通事故で犠牲を受けた市民を救済しよ う

と市民交通傷害保険制度が3年前に発足いた

しましたが、事故の激増で各方面より強い関

心が示されています。

4月はこの保険の新規加入の時期です。

出金(年額 480円)で交通戦争に備えよう

と言う目的で、市民ひとりひとり、のためにで

きた保険です。 3月に入ると町内会を通じて

各世帯ごとに加入申込を受付げます。

大村市民であればどなたでも加入できます

ので、家族みんなで、加入いたしましょう.
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市
制
施
行
二
十
九
周
年
記
念
式
典
が
二
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
市
役
所
で
お

こ
な
わ
れ
、
市
政
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の
八
名
の
か
た
が
た
が
、
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
表
彰
規
則
に
基
づ
き
毎
年
行

な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
へ
は
松
本
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

市政だより

功

労

者

市政功労者j表彰状況より

福
井
義
美
氏
大
村
市
議
会
議
員

市
議
通
算
二
十
三
年
九
カ
月

昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
か

ら
昭
和
四
十
六
年
一
月
現
在
に
至

る
問
、
地
方
自
治
振
興
の
た
め
貢

献
し
た
。
そ
の
間
二
期
四
年
議
長

と
し
て
就
任
、
現
在
に
至
る
。

(
二
十
八
周
年
で
永
年
勤
続
と
し

て
表
彰
、
，
十
六
年
以
上
)

福
田
伊
五
郎
氏
t

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

昭
和
二
十
九
年
十
月
四
日
市
議

会
で
選
挙
さ
れ
、
大
村
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
就
任
以
来
五
期
、
十

六
年
間
引
き
続
い
て
就
任
、
そ
の

間
三
十
一
年
四
月
三
日
か
ら
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
選
挙

の
適
正
管
理
と
選
挙
の
浄
化
に
献

身
さ
れ
て
い
る
。

浜
口
ク
イ
氏

会
社
役
員

市
立
松
原
小
学
校
に
脱
衣
場
及

び
倉
庫
を
寄
贈
。

プ
ー
ル
脱
衣
場
鋼
管
造
カ
ラ
ー

鉄
板
葺
二
十
四
ば
三
十
二
万
円

プ
l
ル
倉
庫
木
造
カ
ラ

i
鉄
板

葺
六
ば
八
万
円

深
田
良
雄
氏

狂
犬
病
予
防
技
術
員

多
年
に
わ
た
り
(
昭
和
二
十
五

年
六
月
か
ら
)
狂
犬
病
予
防
技
術

員
と
し
て
、
犬
に
よ
る
人
畜
そ
の

他
の
被
害
を
防
止
し
、
狂
犬
病
予

防
の
た
孔
努
力
し
、
市
民
生
活
の

安
全
汝
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

桑
原
忠
氏

一
万
大
村
市
消
防
団
分
団
長

地
域
防
災
に
必
要
な
機
動
力
の

整
備
維
持
管
理
等
に
寸
暇
を
惜
し

み
な
く
従
事
し
、
分
団
長
就
任
後

は
消
防
団
上
級
幹
部
と
し
て
副
団

長
、
団
長
を
補
佐
し
、
本
市
消
防

団
の
円
滑
な
る
運
営
に
寄
与
す
る

ほ
か
地
域
防
災
の
指
導
に
も
尽
力

し
市
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

年
数
二
十
八
年
十
一
カ
用

中
川
次
男
氏

大
村
市
消
防
団
分
団
長

地
域
防
災
に
必
要
な
機
動
力
の

整
備
維
持
管
理
等
に
寸
暇
を
措
し

み
な
く
従
事
し
、
分
団
長
就
任
後

は
消
防
団
上
級
幹
部
と
し
て
副
団

長
、
団
長
を
補
佐
し
、
本
市
消
防

団
の
円
滑
な
る
運
営
に
寄
与
す
る

ほ
か
地
域
防
災
の
指
導
に
も
尽
力

し
市
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

年
数
三
十
六
年
九
カ
月

為
永
久
雄
氏

大
村
市
消
防
団
副
団
長

二
十
五
年
以
上
班
長
以
上
の
階

扱
に
あ
り
、
団
員
の
指
導
育
成
と

融
和
団
結
を
図
り
、
消
防
団
運
営

の
中
核
と
し
て
尽
力
し
、
現
在
は

副
団
長
を
し
て
い
る
ほ
か
、
団
長

を
補
佐
し
、
消
防
団
の
円
滑
な
る

運
営
に
寄
与
、
地
域
防
災
の
指
導

市

職

員
永

年

勤

二
十
五
年
今
里
優
村
田
富
重

森
林
勝
見
松
本
則
幸
長
山
仁

藤
元
富
士
夫
吉
田
正
男
山
崎

統

子

山

浦

政

喜

森

一

郎

神

奴
明
典
古
川
定

二
十
年

中
島
享
一

林
田
盛

津
田
清

井
上
武
雄

十

五

年

鬼

塚

セ

ツ

勝

盛

章

吉
田
澄
子
吉
永
秀
雄
相
川
理

一

中

島

義

宣

一

瀬

文

子

田

に
も
尽
力
し
市
政
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
。
本
年
出
初
式
時
、
知

事
表
彰
を
受
け
、
文
二
十
五
年
勤

続
と
し
て
市
長
表
彰
。

浦
田
真
人
氏

大
村
市
消
防
団
分
団
長

地
域
防
災
に
必
要
な
機
動
力
の

整
備
維
持
管
理
等
に
寸
暇
を
惜
し

み
な
く
従
事
し
、
分
団
長
就
任
後

は
消
防
団
上
級
幹
部
と
し
て
副
団

長
、
団
長
補
佐
し
、
木
市
消
防
団

の
円
滑
な
る
運
営
に
寄
与
す
る
ほ

か
地
域
防
災
の
指
導
に
も
尽
力
し

市
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

年
数
二
十
五
年
二
カ
月

続

表

彰

勝雄端
美幸
田男
中
久原
子田
福
岩次
永郎
宏
JlI 
岩e添
永次

市
職
員
一
般
表
彰

野
崎
多
守
林
田
盛

寺
沢
勝
彦
企
画
室

一
瀬
茂

，‘t 
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住
宅
都
市
建
設

交
通
網
の
拡
張
で

長
崎
、

海
岸
線
を
は
じ
る
国
道
は
ハ
イ

ウ
エ
ー
化
さ
れ
、
九
州
横
断
高
速

自
動
車
道
路
と
な
ら
ん
で
山
陽
新

謹
りおおむ市政だより(3) 

幹
棋
の
長
崎
延
長
が
実
現
し
大
村

市
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
新
大
村

空
港
は
、
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
て
、

佐
世
保
へ
二
十
分

日
本
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
中
国

台
湾
は
も
と
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
方

面
へ
の
空
路
が
ひ
ら
け
、
ジ
ャ
ン

ボ
よ
り
一
ま
わ
り
も
こ
ま
わ
り
も

大
き
な
旅
客
機
や
音
速
の
二

l
三

倍
も
の
速
さ
で
飛
ぶ
超
音
速
旅
客

機
な
ど
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
こ
れ

ら
の
地
域
と
の
結
び
つ
き
は
、
想

像
以
上
に
深
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

長
崎
ま
で
は
新
空
港

l
長
与
と

橋
が
か
か
り
、
わ
ず
か
十
五
分
で

佐
世
侃
ま
で
は
国
道
に
よ
っ
て
二

十
分
で
行
け
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
長
崎
!
佐
世
保
聞
に
は
両
間

を
二

l
一
二
十
分
で
結
ぶ
高
速
電
車

が
で
き
、
大
村
は
そ
の
中
間
点
と

し
て
、
両
工
業
地
帯
に
通
勤
す
る

人
の
足
と
な
り
、
住
宅
都
市
と
し

て
の
大
村
市
の
価
値
が
高
ま
っ
て

く
る
。
そ
の
た
め
、
工
業
は
軽
工

業
に
と
ど
ま
り
、
長
崎
、
佐
世
保

両
工
業
地
帯
の
後
背
地
と
な
り
、

住
宅
都
市
、
と
じ
て
発
展
し
て
い
る

平
地
か
ら
正
陵
に
か
け
て
は
住

宅
が
た
ち
な
ら
び
、
住
民
の
大
部

分
は
、
両
工
業
地
帯
の
通
勤
者
で

し
め
ら
れ
る
。
住
宅
が
た
つ
に
は

土
地
が
必
要
に
な
り
、
農
地
は
山

の
万
へ
山
の
方
へ
と
押
し
上
げ
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
農
業
は
高
地
農

業
と
な
り
、
き
ゅ
う
り
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
の
野
菜
、
み
か
ん
、
ぶ
ど

う
な
ど
の
果
実
、
牛
乳
、
バ
タ
ー

な
ど
の
酪
農
、
切
り
花
、
観
葉
植

物
な
ど
の
園
芸
な
ど
が
行
な
わ
れ

る
。
人
口
の
増
加
に
と
も
な
い
、

学
校
、
郵
便
局
、
公
民
館
、
消
防

分
団
所
、
警
察
派
出
所
な
ど
や
上

下
水
道
の
整
備
も
さ
れ
、
住
み
よ

い
町
造
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
目
抜
き
通
り
に
は
、
地
上

十
五
階
だ
て
の
デ
パ
ー
ト
が
ひ
と

き
わ
そ
び
え
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
未
来
の
大
村
市
を

占
っ
て
み
る
と
大
へ
ん
お
も
し
ろ

そ
う
な
こ
と
が
出
た
の
で
早
く
こ

う
な
る
日
を
待
ち
望
み
た
い
。

。
園
、
県
、
市
の
共
同

納
税
相
談
と
申
告
、
事

業
や
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
は
ご
利
用
を

所
得
税
、
事
業
税
、
市
民
税
の

申
告
は
、
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
が
納
税
者
み
な
さ
ん
の

便
宜
を
は
か
り
、
左
記
日
程
に
よ

り
共
同
納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

，t 

期
日
三
月
二
日
か
ら
三
月
五
日

ま
で
(
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

ま
で
)
場
所
大
村
市
役
所
大
会
議
室

。
土
地
や
家
な
ど
売
っ
た
利
益
(

譲
渡
所
得
〉
の
申
告
も
期
間
中
は

大
村
会
場
で
受
付
け
ま
す
。
期
間

外
は
税
務
署
ま
で
直
接
出
向
き
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

ぜ
ひ
こ
の
期
聞
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

。
個
人
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
申
告
さ
れ
な
い

と
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
申
告
を
す
る
人
は
別

に
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
確
定
申
告
書
の
「
住

民
税
、
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」

欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
が
な
い
場
合
控
除
が
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

一

定

①

却

日

l
但
日
…

i

-

(

撃

場

①

m日
l
幻
日
一

吋

射

撃

①

日

日

l
m日
も

斗

弾

射

一

-

V

実

田

e
8日
l
H
日

)

ん

の

池

①

5
日
l
6
日

~

-

R

n

4

 

寸

三

①

1
日
1
2
日

ん

...、
‘ 、

あ
ぶ
な
い
ノ

消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ

春
の
火
災
予
防
運
動

前
期
二
月
二
十
八
日
1
三
月
六
日

(
車
両
、

林
野
の
火
災
予
防
)

後
期
三
月
七
日
1
一一一月
1

十
三
日

(
一
般
火
災
の
予
防
)

暖
か
く
な
り
火
の
取
扱
い
に
も

気
の
ゆ
る
み
が
ち
な
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
各
地
に
お
い
て
も
火
災

に
よ
り
尊
い
生
命
が
失
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
「
火
の
用
心
」
を
も
う

一
度
、
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

八
重
点
実
施
事
項
〉

ω地
域
ぐ
る
み
の
防
火
総
点
検
。

問
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば

ζ

の
防
止
。

ω外
出
時
、
お
寝
み
に
な
る
前
の

固
定
資
産

(
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

昭
和
的
年
分
固
定
資
産
(
土
地

家
屋
、
償
却
資
産
)
課
税
台
帳
を

次
に
よ
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

日
時
昭
和
的
年

3
月
1
日
か
ら

昭
和
的
年
3
月
却
日
ま
で

執
務
時
間
中

火
の
元
の
点
検

・

川
町
子
供
、
老
人
の
避
難
体
制
の
確

立。間
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
百
貨
居
等
の

多
く
の
人
々
が
出
入
す
る
場
所
の

消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
。

刷
車
両
火
災
防
止
の
た
め
の
マ
イ

カ
ー
の
整
備
点
検
。

的
安
全
な
野
焼
き
、
火
入
れ
、
届

出
の
徹
底
。

な
お
運
動
期
間
中
は
午
後
九
時

「
消
防
の
時
間
」
に
サ
イ
レ
ン
を

一
分
間
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。
「
防

火
相
談
室
」
も
開
設
い
た
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
大
村
市
役
所
課
税
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
、
不
服
が
あ
る

場
合
は
、

3
月
初
日
ま
で
に
文
書

で
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
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市
職
員

(
一
般
土
木
技
術
)

を
募
集

マ
受
験
資
格

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る

ほ
か
土
木
技
術
職
三
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
者

②
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は

採
用
後
居
住
し
う
る
者
。

マ
詰
験
の
内
容
専
門
誌
験
面

接
詰
験
身
体
検
査

マ
誌
験
の
期
日
昭
和
四
十
六
年

三
月
七
日

マ
申
込
期
限
昭
和
四
十
六
年
三

月
二
日
ま
で
な
お
詳
し
い
こ

と
は
人
事
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

市政だより
調園晶

昭和46年2月20日

昭
和
田
十
六
年
度

農
業
者
転
職
訓
練
生

(
溶
接
科
)
募
集

総
合
農
政
展
開
の
一
環
と
し
て

農
業
従
事
者
で
他
産
業
に
就
職
希

/ 

望
す
る
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
大
村
市
農
業
委

員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

1
.
訓
練
生
数

十
五
名
l
二
十
名

2
.
訓
練
期
間

一
期
日
四
月

i
l
六
月

一一期
H
七
月
1

1
九
月

三
期
H
H
十

月

|
|
十
二
月

四
期
H
四
十
七
年

一
月

l
三
月

3
.
提
出
書
類

ω入
校
申
込
書

一
通

間
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る
証

明

書

一

通

4
・
申
込
期
限
二
月
二
十
七
日

三
月
の
妊
婦
及
び

乳
幼
児
検
診

一間一

1
一1
ぃ二

L
7
L
一
・
一
一

一
蹄
一
~
一
~
二
一
~
一

~一

~一

一実一

3
3
1一
m
l一日
一

一

一

一

一

一

一

一

向

田

口

一

一
所
一
所
一
所
一
所
一
所

一所
一
民
一

一場
一
張
一
療
一
張
一
張

一
張
一
公
一

一

一
一

一診
一
出
一
出

一
出
一
町
一

一
施
一
瀬
一
浦
一
回
一
原

一重
一
本
一

一実
一
萱
一
一
三
鈴
一
松
一
福
一
松
一

一

一

一

一

一

一

一

ん

」

一

一

一

一

一

一

一

一

'

々

l

一

一口
H

一口
H

一口
H

一口
H

一口
H

一
口M
一口
H

一

一月一

5
一
8
一
9
一
日
↑
日
一
む
一

一
橋
一
一
月
一
月
一
月
一
月
一
月
一
同
竺

一実
一
3
一
3
一
3
一
3
一
3
一
3
一

市
道
交
通
規
制

路

線

名

伏

勢

、
平
小
川
線

期
間
昭
和
四
十
六
年

一
月
七
日

1
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十

一
日

全
面
交
通
止

明
る
く
正
し
い
統
一
地
方
選
挙

推
進
大
会
開
催

本
年
四
月
に
執
行
さ
れ
る
統
一

地
万
選
挙
は
、
戦
後
手
七
回
目
に

あ
た
り
、
内
政
の
年
代
と
い
わ
れ

る
七
十
年
代
の
地
万
自
治
発
展
の

た
め
に
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も

っ
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

住
み
よ
い
、
豊
か
な
調
和
の
と

れ
た
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
こ
の

地
方
選
挙
に
お
い
て
、
有
権
者
が

こ
ぞ
っ
て
自
覚
あ
る
一
票
を
行
使

す
る
よ
う
自
治
意
識
を
高
め
る
た

め、

つ
ぎ
に
よ
り
明
る
く
正
し
い

統
一
地
方
選
挙
推
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
有
権
者
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

。
日
時
三
月
四
日
(
木
)

午
後

一
時
三
十
分

市
民
会
館
別
館
三
階

。
場
所

市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
の

説
明
会
開
催

き
た
る
、
四
月
二
十
五
日
執
行

予
定
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け

る
立
候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係

者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
選
挙

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
万
は
ぜ
ひ

農
業
委
員
会
委
員

今
年
の
一
月
一
日
現
在
で
調
製

し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
立
候
補
届
出
用
紙
等
は

当
日
会
場
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す

①
日
時
三
月
五
日

午
後

一
時
か
ら

市
民
会
館
別
館
三
階

①
場
所

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
九
日

ま
で
(
八
時
三
十
分

l
十
七
時
)

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

S 
A 

長
崎
県
身
体
障
害
者

訓
練
生
募
集

一
、
応
募
資
格
満
十
五
才
以
上

の
介
護
を
必
要
と
し
な
い
肢
体

不
自
由
者
。

二
、
職
能
訓
練
科
目
付
ラ
ジ
オ

テ
レ

ピ
科
口
洋
裁
(
紳
士
服

)
科
目
時
計
科
伺
騰
写
、

タ
イ
プ
科

三
、
入
所
期
間

一
カ
年

四
、
入
所
に
要
す
る
費
用
料
食

費
以
外
訓
練
に
要
す
る
経
費
は

一
切
不
要
同
食
費
は
月
額
六

千
五
百
円
程
度
。
た
だ
し、

特

別
の
事
由
が
あ
る
場
合
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

五
、
入
所
期
臼

予
定

四
月
十
二
日
の

グ
主
婦
の
健
康
を
守
る
μ

生
活
展
開
催

期
日
二
月
二
十
七
日
(
土
曜
)

二
月
二
十
八
日
(
日
曜
)

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

主
催
大
村
市
連
合
婦
人
会

大
村
市
教
育
委
員
会

国
立
大
村
病
院
、
市
立
病

院
、
医
師
会
、
大
村
保
健

所
、
県
立
大
村
園
芸
高
校

協
力

市
消
防
署

展
示
内
容

健
康
を
守
る

コ
ー
ナ
ー

ガ
ン
、
成
人
病
、
妊
婦
の
健

康
管
理
な
ど
、
各
部
門
に
わ

た
る
資
料
の
展
示
、
血
圧
測

定
、
健
康
相
談
、
体
力
テ
ス

ト
、
食
品
の
簡
易
テ
ス
ト

そ
の
他

作
品
コ

ー
ナ
ー

手
芸
、
ロ

i
ケ
ツ
染
、
ほ
か

即
売
品

コ
ー
ナ
ー

自
然
食
品
、
家
庭
の
不
用
品
、

花
苗
、
苗
木
、
ほ
か

交
通
制
限

県
道
貝
津
大
村
綾
道
路
橋
梁
架

換
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
交

通
制
限
を
し
ま
す
。

区
間
大
村
市
日
泊
郷
三
浦
小
学

校
前
か
ら
同
郷
大
村
市
農
協
三
浦

支
所
ま
で
の
間

禁
止
及
び
制
限
全
車
種
交
通
止

但
し
大
型
車
を
除
く
車
両
の
迂
回

路
は
あ
り
ま
す
。
な
お
、
作
業
は

夜
間
に
行
な
う
の
で
県
営
パ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
は
支
障
あ
り
ま
せ

ん。期
間
昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十

四
日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
二
月
二

十
五
日
ま
で
.

♂司t


